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5万分の1地質図幅の新刊

伊予鹿島及宿毛
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5万分の1地質図幅

地域地質研究報告

で宿毛付近から東方の中村にかけていわゆる“中筋地溝帯"

とよばれている地帯は化石を諸地点から産するために

古くから注目されてきた.両図幅を含んだ周辺地域の地

質図幅としては7万5千分の1｢宿毛｣が40年以上も前

に刊行されているがその後の四万十帯の地層に関する知

識は飛躍的に増大しこれまで永らくよばれてきた“時代

未詳"の汚名も逐次消えつつある.
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伊予鹿島と宿毛(スクモと読む)は高知県南西端の小都市

土佐藩家老の旧城下町.宿毛図幅と同時に刊行された西

隣の伊予鹿島図幅も含んだ地域は東に宿毛湾を抱き西

にリアス式沈降海岸を展開して豊後水道に臨んでいる.

足摺宇和海国立公園に入っておりとくに鹿島やその沖合

の横島は宇和海海中公園として海底景観を誇っている.

･地質図幅は隣接する｢伊予鹿島｣と｢宿毛rの2枚である

が地域地質研究報告は記述の重複を避けるため1冊に

まと'められている.

･宿毛･伊予鹿島両図幅地域は西南同本外帯の四万十帯に含

まれるI一般に化石の産出カミごく少ない四万十帯のなか

･両図幅地域の地質系統はほとんど古正一古第三系四万十

累層群でありほかに新第三紀中新世の貫入岩類が小岩体

として宿毛図幅地域内に点在している.四万十累層群中

の白亜系の部分は宿毛図幅地域の北部と伊予鹿島図幅地

域に分布し下位より砂岩･泥岩･砂岩それぞれに富む3

地層鮮に大別される.古第三系の部分は宿毛図幅地域

の南部に分布し勇断頁岩を主とし苦鉄質火山岩類を伴う

地層群と上位のタｰビダイト相を伴う地層群に2大別され

る.これまで大型化石を産出していない地層群から上

部白亜系上部･古第三系始新統それぞれを特徴づける放散

虫化石のみいだされた点が注目される.さらに四万十累

層鮮の古流系や砂岩組成についてもふれている.
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